
安
倍
首
相
に
よ
る
９
条

改
憲
を
阻
止
す
る
た
め
、

広
範
で
多
様
な
人
々
を
結

集
し
よ
う
と
「
安
倍
９
条

改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
市
民
ア

ク
シ
ョ
ン
」
が
結
成
さ
れ
、

３
０
０
０
万
人
を
目
標
に

し
た
９
条
改
憲
に
反
対
す

る
一
大
署
名
運
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

安
倍
総
理
の
言
う
自
衛

隊
を
憲
法
に
明
記
す
れ
ば
、

無
制
限
の
海
外
で
の
武
力

行
使
に
道
を
開
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

医
療
生
協
や
九
条
の

会
な
ど
で

旧
町
村
で
は
医
療
生
協

や
九
条
の
会
な
ど
が
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

藤
島
地
域
は
民
報
藤
島

配
布
の
際
、
署
名
用
紙
に

封
筒
を
添
え
て
い
ま
す
の

で
、
次
週
ま
で
玄
関
先
か

自
宅
ポ
ス
ト
に
貼
り
付
け

て
頂
け
れ
ば
回
収
い
た
し

ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。
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長
沼
温
泉｢

ぽ
っ
ぽ
の
湯｣

奮
闘
記

板
垣
久
喜
（
長
沼
上
新
田
）

長
沼
温
泉
の
生
い
た
ち

昭
和

年

帝
国
石
油(

株)

の
試
掘
で
ガ
ス
・
温
泉
湧
出

24

昭
和

年

長
沼
村
が
買
い
取
り
、
公
衆
浴
場
を
開
業

25

昭
和

年

合
併
藤
島
町
に
な
り
、
温
泉
は
町
営

29

昭
和

年

湯
口
を
広
げ
る
ガ
ン
バ
ー
工
事

30

昭
和

年

温
泉
組
合
を
設
立
し
、
町
か
ら
賃
貸
契
約

32

昭
和

年

源
泉
の
浚
渫
工
事
施
工
（
１
２
２
５
㍍
）

32

昭
和

年

公
衆
浴
場
の
改
築

36

昭
和

年

温
泉
組
合
解
散
・
温
泉
商
工
業
協
同
組
合
設
立

47

昭
和

年

温
泉
商
工
業
協
組
を
解
散
し
温
泉
組
合
再
設
置

58

昭
和

年

資
源
開
発
会
社
に
よ
る
調
査
実
施

63

平
成
６
年

温
泉
再
開
発
利
用
研
究
委
員
会
が
構
想
策
定

平
成
７
年

ふ
じ
の
里
づ
く
り
計
画
（
長
沼
温
泉
再
開
発
）

「
民
報
藤
島
１
１
４
０

号
を
み
た
」
と
、
Ｊ
Ａ
時

代
の
上
司
で
あ
っ
た
大
先

輩
の
鈴
木
重
雄
さ
ん
か
ら

激
励
の
電
話
を
頂
い
た
。

再
開
発
以
前
の
長
沼
温

泉
も
載
せ
た
ら
ど
う
か
と

の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
、

こ
こ
で
一
旦
中
断
し
て
、

ぽ
っ
ぽ
の
湯
の
前
史
を
紹

介
し
た
い
。

昭
和

年

月
、
帝
国

24

10

石
油(

株)

が
石
油
試
掘
し
、

１
２
０
０
㍍
か
ら
熱
湯
と

天
然
ガ
ス
が
噴
出
し
た
。

帝
石
で
は
、
目
的
の
石

油
が
出
な
い
の
で
廃
坑
の

予
定
で
あ
っ
た
が
、
長
沼

村
で
は
温
泉
郷
の
計
画
を

た
て
、
昭
和

年
３
月
、

25

２
５
０
万
円
で
帝
石
か
ら

譲
り
受
け
た
。

温
度

℃
、
無
色
微
弱

65

ア
ル
カ
リ
性
で
、
リ
ュ
ウ

マ
チ
、
神
経
痛
に
利
く
と

い
う
の
で
、
温
泉
運
営
委

員
会
を
設
置
し
て
開
発
。

鉄
製
の
湯
船
と
舞
鶴
海

軍
兵
舎
の
解
体
材
を
使
っ

て
公
衆
浴
場
を
建
設
し
、

村
営
長
沼
温
泉
休
憩
所
・

厚
生
館
の
営
業
を
開
始
し

た
。戦

後
の
引
揚
者
な
ど
が

集
ま
り
活
況
を
呈
し
、
温

泉
旅
館
２
軒
と
共
同
浴
場
、

飲
食
店
や
雑
貨
屋
も
十
数

軒
立
ち
並
ぶ
、
長
沼
温
泉

郷
が
で
き
あ
が
っ
た
。

昭
和

年
４
月
、
旧
日

28

赤
診
療
所
が
、
旧
映
画
館

を
改
修
し
て
日
赤
長
沼
診

療
所
を
開
設
し
た
。

し
か
し
、
源
泉
の
深
さ

１
２
０
０
㍍
と
井
戸
か
ら

宿
ま
で
の
距
離
（
４
０
０

㍍
）
か
ら
、
熱
湯
が
途
中

で
冷
め
て

℃
を
下
回
り
、

50

加
熱
が
必
要
に
な
っ
た
。

昭
和

年
は
湯
量
・
ガ

29

ス
と
も
半
減
し
、
旅
館
に

も
診
療
所
に
も
送
湯
で
き

ず
、
共
同
浴
場
の
み
と
な

り
、
１
５
０
万
円
の
予
算

で
再
生
工
事
に
着
手
。

昭
和

年
４
月
、
湯
口

30

を
広
げ
る
ガ
ン
バ
ー
に
成

功
し
、
湯
量
が
８
割
復
活
。

し
か
し
、
年
々
湯
量
が

減
少
し
天
然
ガ
ス
も
枯
渇

し
、
共
同
浴
場
で
細
々
と

運
営
す
る
状
態
と
な
っ
た
。

湯
が
引
け
ず
診
療
所
は

年
７
月
に
閉
鎖
。
町
は

31
年
４
月
に
助
産
所
を
開

34所
し
た
が
、
病
院
で
出
産

す
る
人
が
多
く

年
廃
止
。

47

「
老
人
い
こ
い
の
家
」
と

し
て
利
用
し
た
が
、

年
52

月
に
町
が
老
人
福
祉
セ

12ン
タ
ー
を
完
成
し
た
の
を

機
に

年

月
廃
止
し
た
。

54

10
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八
郎
・
莞
爾
・
幸
徳

文
久
３
年
４
月

日（
１

13

８
６
３
年
５
月

日
）、
清

30

川
八
郎
は
江
戸
麻
布
赤
羽

橋
で
、
幕
府
の
刺
客
で
あ

る
佐
々
木
只
三
郎
ら
６
人

に
よ
っ
て
首
を
討
た
れ
た
。

私
の
母
方
の
祖
母
原
田

勝
江
は
、
そ
の
前
年
の
文

久
２
年
に
酒
田
秋
田
町
進

藤
家
に
生
ま
れ
、
後
に
余

目
廿
六
木
の
原
田
与
治
兵

衛
に
嫁
い
で
い
る
。

庄
内
に
住
む
人
の
多
く

は
、
清
川
八
郎
の
名
前
は

知
っ
て
い
る
が
、
母
親
が

旧
鶴
岡
市
の
三
井
家
の
娘

で
あ
る
こ
と
は
余
り
知
ら

れ
て
い
な
い
。

清
川
は
当
初
、
幕
府
に

味
方
す
る
言
動
を
周
囲
に

語
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
安
政
７
年
３

月
３
日
（
１
８
６
０
年
３

月

日
）
の
桜
田
門
外
の

24
変
に
強
い
衝
撃
を
受
け
、

倒
幕
と
尊
王
攘
夷
の
思
想

へ
と
変
心
す
る
。

盟
主
と
し
て
虎
尾
の
会

を
結
成
。
初
め
幕
府
警
護

の
浪
士
組
を
結
成
し
、
そ

の
直
後
に
あ
っ
さ
り
と
尊

皇
派
に
変
身
し
た
理
由
が
、

今
も
っ
て
私
に
は
理
解
し

が
た
い
。

石
原
莞
爾
は
明
治

（
１

22

８
８
９
）
年
生
ま
れ
で
、

昭
和
６
（
１
９
３
１
）
年

に
板
垣
征
四
郎
ら
と
組
ん

で
満
州
事
変
を
実
行
し
た
。

昭
和
６
年
は
私
が
生
ま

れ
た
年
。

指
揮
者
の
小
澤
征
爾
の

命
名
は
、
こ
の
征
四
郎
と

莞
爾
を
つ
な
げ
て
付
け
た

事
は
多
く
の
人
が
知
っ
て

い
る
。

石
原
の
父
は
警
察
官
で
、

藤
島
駐
在
に
勤
務
し
、
莞

爾
は
藤
島
小
学
校
に
在
籍

し
た
。

満
州
事
変
の
張
本
人
で

あ
り
な
が
ら
、

年
後
の

10

太
平
洋
戦
争
に
は
猛
反
発

し
、
時
の
首
相
東
條
英
機

と
真
っ
向
か
ら
対
立
し
た
。

「
あ
の
男
の
頭
の
程
度

は
上
等
兵
並
み
」
と
軽
蔑

し
て
い
た
言
動
が
知
ら
れ

て
い
る
。

戦
後
、
遊
佐
町
の
西
山

に
蟄
居
し
て
い
た
石
原
が
、

極
東
裁
判
の
酒
田
法
廷
に

証
人
と
し
て
出
廷
し
た
。

遊
佐
か
ら
酒
田
へ
移
動

手
段
は
リ
ヤ
カ
ー
だ
っ
た
。

佐
藤
幸
徳
は
日
清
戦
争

の
前
年
の
明
治

（
１
８

26

９
３
）
年
、
余
目
生
ま
れ
。

昭
和

（
１
９
４
４
）

19

年
の
、
ビ
ル
マ
か
ら
イ
ン

ド
に
か
け
て
の
イ
ン
パ
ー

ル
撤
退
作
戦
は
有
名
だ
。

佐
藤
は
第

師
団
長
で
、

31

食
糧
や
弾
薬
が
補
給
さ
れ

な
い
無
謀
な
作
戦
に
、
上

司
の
第

軍
司
令
官
の
命

15

令
に
背
い
て
撤
退
を
完
遂

し
、
１
万
人
に
及
ぶ
兵
が

命
拾
い
し
た
。

上
記
３
者
に
共
通
す
る

の
は
、
損
得
を
無
視
し
て

権
力
や
権
威
に
公
然
と
反

逆
す
る
強
い
精
神
力
で
す
。

米
朝
の
会
談
に
期
待

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
平
和

の
祭
典
だ
が
、
そ
こ
か
ら

本
当
の
平
和
の
祭
典
に
な

ろ
う
と
し
て
い
る
。
開
会

式
で
は
目
を
合
わ
せ
よ
う

と
し
な
い
米
と
北
を
見
て
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
わ

る
ま
で
は
な
ん
と
か
何
事

も
な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
の

後
は
ど
う
な
る
の
か
・
の

心
配
が
あ
っ
た
の
だ
が
。

▲
政
治
は
、
一
寸
先
は
闇

だ
と
も
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
が
、
急
転
直
下
・
青
春

が
輝
き
出
し
た
感
じ
だ
。

あ
ん
な
憎
ま
れ
口
を
言
い

合
っ
て
い
た
の
は
ナ
ン
だ

っ
た
ん
だ
ろ
う
と
誰
し
も

思
う
だ
ろ
う
が
。
な
ん
に

し
て
も
、
二
人
が
逢
っ
て

平
和
に
つ
い
て
話
し
合
お

う
と
言
う
の
だ
か
ら
、
世

界
中
が
歓
迎
し
て
い
る
。

▲
こ
の
両
国
首
脳
が
握
手

を
す
る
の
は
、
歴
史
上
初

め
て
の
こ
と
な
の
だ
か
ら
、

２
１
世
紀
に
相
応
し
い
結

果
を
残
す
話
し
合
い
に
な

っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
。
個

人
的
に
は
、
核
兵
器
禁
止

条
約
が
動
き
出
し
た
こ
の

時
期
、
こ
れ
に
添
う
結
果

に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
の
で
す
。
そ

う
な
れ
ば
、
軍
事
条
約
の

い
ら
な
い
世
界
で
す
ヨ
。

▲
金
正
恩
が
言
っ
た
ん
だ

ト
カ
。
平
和
条
約
を
結
べ

ば
、
核
は
な
く
す
し
軍
事

演
習
を
や
っ
て
も
い
い
よ

・
と
。
要
は
、
自
分
た
ち

の
体
制
を
認
め
て
く
れ
れ

ば
何
も
心
配
す
る
必
要
が

な
く
な
る
ん
だ
・
と
言
う

こ
と
。
本
当
に
核
は
無
く

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

▲
そ
う
な
れ
ば
日
本
に
米

国
の
基
地
は
不
要
に
な
る

ん
だ
。
防
衛
大
臣
が
言
っ

て
い
た
、
北
の
大
陸
間
弾

道
弾
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た

ら
グ
ア
ム
に
着
く
ま
で
に

打
ち
落
と
す
ナ
ン
テ
必
要

も
、
そ
ん
な
ミ
サ
イ
ル
も

い
ら
な
く
な
る
ん
だ
。

▲
買
う
約
束
を
し
た
兵

器
は
い
ら
な
く
な
る
か

ら
、
フ
ク
レ
す
ぎ
た
防

衛
費
は
、
福
祉
に
ま
わ

せ
る
ぜ
ヨ
。
そ
う
な
る

と
う
れ
し
い
ん
だ
が
ネ

ー
。（
石
川
）

憲
法

条
は
「
両
議
院

62

は
、
各
々
国
政
に
関
す
る

調
査
を
行
い
、
こ
れ
に
関

し
て
、
証
人
の
出
頭
及
び

証
言
並
び
に
記
録
の
提
出

を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
し
各
委
員
会
が
行

使
で
き
る
と
し
て
い
る
。

今
、
３
月
２
日
朝
日
新

聞
が
ス
ク
ー
プ
し
た
森
友

文
書
「
改
ざ
ん
」
疑
惑
が

大
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

野
党
は
そ
の
文
書
の
提
出

を
求
め
て
い
る
が
、
政
府

は
「
検
察
が
捜
査
中
で
、

影
響
を
与
え
る
」
と
し
て

拒
否
し
て
い
る
。
８
日
に

財
務
省
は
、
文
書
を
公
開

し
た
が
以
前
と
同
じ
も
の

だ
、
と
し
て
国
会
は
空
転

し
て
い
る
。

国
政
調
査
権
と
司
法
権

の
独
立
に
つ
い
て
は
、
訴

訟
係
属
中
の
按
検(

あ
ん
け

ん)

に
つ
い
て
の
国
政
調
査

権
行
使
に
つ
い
て
は
、
可

否
設
が
あ
り
政
府
は
否
定

説
を
と
り
拒
否
し
て
い
る
。

し
か
し
、
刑
事
訴
訟
法

は
、「
訴
訟
に
関
す
る
書
類

は
（
中
略
」
公
益
上
の
必

要
そ
の
他
の
事
由
が
あ
っ

て
、
相
当
と
認
め
ら
れ
る

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
」
と
し
て
い
る
。

ま
た
前
例
も
あ
る
。
１

９
７
６
年
２
月
に
発
覚
し

た
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
は
、

国
政
調
査
権
を
行
使
し
究

明
に
あ
た
り
、
並
行
し
て

検
察
は
刑
事
責
任
の
解
明

に
取
り
組
み
、
田
中
角
栄

ら
の
大
物
が
逮
捕
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

１
９
８
６
年
９
月
の
リ

ク
ル
ー
ト
汚
職
事
件
で
も

捜
査
中
に
国
会
で
証
人
喚

問
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
二
階
俊
博
自
民

党
幹
事
長
、
吉
田
博
美
自

民
党
参
議
院
幹
事
長
ら
与

党
幹
部
か
ら
も
、「（
資
料

を
）
出
せ
な
い
と
い
う
こ

と
も
、
我
々
は
ち
ょ
っ
と

理
解
で
き
な
い
」
な
ど
と

い
う
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

与
野
党
含
め
て
国
政
調

査
権
と
司
法
捜
査
を
「
車

の
両
輪
」
と
し
て
疑
惑
解

明
に
あ
た
る
の
が
道
理
で

あ
ろ
う
。

し
か
も
、
ロ
ッ
キ
ー
ド

事
件
、
リ
ク
ル
ー
ト
事
件

ほ
ど
複
雑
な
も
の
で
は
な

く
、
改
ざ
ん
が
あ
っ
た
か

ど
う
か
、
ま
た
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
た
か
と
い
う
単

純
な
も
の
で
あ
る
。

つ
い
に
世
論
と
野
党

の
追
及
で
、
財
務
省
は
、

日
の
国
会
で
、
書
き

12換
え
を
認
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。


